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令和５年度 大阪市子どもの生活に関する実態調査の配付・回収状況 
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本調査結果からの課題の抽出と施策の検討イメージ 
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本調査における相対的貧困率等について 

・本調査における「相対的貧困率」は、本市における小学５年生、中学２年生のいる世帯の大人を含めて算出し、世帯全体に占め

る等価可処分所得が貧困線に満たない世帯の世帯員の割合をいい、国民生活基礎調査における「子どもがいる現役世帯」の貧

困率と概ね同じ考え方となっている。（５歳児のいる世帯も同様） 

・相対的貧困率とは、一定基準（貧困線）を下回る等価可処分所得しか得ていない者の割合をいう。 

 

・貧困線とは、等価可処分所得（世帯の可処分所得（収入から税金・社会保険料等を除いたいわゆる手取り収入）を世帯人員の平方根で割って調整

した所得）の中央値の半分の額をいう。これらの算出方法は、OECD（経済協力開発機構）の作成基準に基づく。 

 

・世帯の可処分所得はその世帯の世帯人員数に影響されるため、世帯人員数で調整する必要がある。最も簡単なのは「世帯の可処分所得÷世帯人

員数」とすることであるが、生活水準を考えた場合、世帯人員数が少ない方が生活コストにおいて割高になることを考慮する必要があるため、世

帯人員数の違いを調整するにあたって「世帯人員数の平方根」を用いている。 

 

・「子どもがいる現役世帯の貧困率」は、子どもがいる世帯の大人を含めて算出し、現役世帯※２に属する世帯員全体に占める、等価可処分所得が

貧困線に満たない世帯の世帯員の割合をいう。 

※１：「子ども」とは、17歳以下の者をいう。 

※２：「現役世帯」とは、世帯主が 18歳以上 65歳未満の世帯をいう。 

 【国民生活基礎調査における貧困率等の分類より】 

・また、世帯構成は、「ふたり親世帯」、「父子世帯」、「母子世帯」、「その他世帯」で分類しており、「その他世帯」には、祖父母や親せ

き等と暮らしている世帯のほか無回答項目があることにより、分類できなかった世帯も含まれる。 
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・等価可処分所得の数値（中央値・貧困線）は、前回調査と比較すると増加しています。 

・全国の国民生活基礎調査では、困窮度Ⅰ群において数値の改善が見られますが、本市においては横ばいで厳しい状況にあります。 
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経済的資本の欠如の状況 
 

・困窮度別に見た、世帯における経済的な理由による経験 
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19.1
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2.8

0 10 20 30 40 50 60 70

食費を切りつめた

電気・ガス・水道などが止められた

医療機関を受診できなかった

国民健康保険料の支払いが滞ったことがあ

る

国民年金の支払いが滞ったことがある

金融機関などに借金をしたことがある

クレジットカードの利用が停止になったこと

がある

新しい衣服・靴を買うのを控えた

新聞や雑誌を買うのを控えた

スマートフォンへの切替・利用を断念した

冠婚葬祭のつきあいを控えた

生活の見通しがたたなくて不安になったこと

がある

鉄道やバスの利用を控え、自転車を使った

り歩くようにした

電話などの通信料の支払いが滞ったことが

ある

家賃や住宅ローンの支払いが滞ったことが

ある

趣味やレジャーの出費を減らした

冷暖房の使用を控えた

友人・知人との外食を控えた

敷金・保証金等を用意できず、住み替え・転

居を断念した

理髪店・美容院に行く回数を減らした

こども部屋が欲しかったがつくれなかった

どれもあてはまらない

無回答

中央値以上

(n=8,830)

困窮度Ⅲ

(n=5,275)

困窮度Ⅱ

(n=915)

困窮度Ⅰ

(n=2,641)

（％）

小５・中２のいる世帯 
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25.3

26.3

3.6

30.5

9.3
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5.4

34.6

2.4

2.3

3.7

7

5.9

3.7

42.9

15.9

5.7

4.6

25.2

22.6

4.2

4.6

43.6

25.4

35.3

5.7

35.6

13.7

20.8

4.9

40.9

3.2

3.2

10

12.8

8.4

5.7

48.8

21

7.6

7.1

34.6

26.7

7.1

7.3

47.6

32.9

42.1

9.3

41.6

17.7

15

4.7

0 10 20 30 40 50 60

食費を切りつめた

電気・ガス・水道などが止められた

医療機関を受診できなかった

国民健康保険料の支払いが滞ったことが

ある

国民年金の支払いが滞ったことがある

金融機関などに借金をしたことがある

クレジットカードの利用が停止になったこと

がある

新しい衣服・靴を買うのを控えた

新聞や雑誌を買うのを控えた

スマートフォンへの切替・利用を断念した

冠婚葬祭のつきあいを控えた

生活の見通しがたたなくて不安になったこ

とがある

鉄道やバスの利用を控え、自転車を使っ

たり歩くようにした

電話などの通信料の支払いが滞ったこと

がある

家賃や住宅ローンの支払いが滞ったこと

がある

趣味やレジャーの出費を減らした

冷暖房の使用を控えた

友人・知人との外食を控えた

敷金・保証金等を用意できず、住み替え・

転居を断念した

理髪店・美容院に行く回数を減らした

こども部屋が欲しかったがつくれなった

どれもあてはまらない

無回答

中央値以上

(n=5,468)

困窮度Ⅲ

(n=3,160)

困窮度Ⅱ

(n=615)

困窮度Ⅰ

(n=1,642)

（％）

５歳児のいる世帯 

１ 困窮度別に見た経済的理由による経験 

・困窮度が高くなるにつれ、「世帯にお

ける経済的な理由による経験」（経済的

な理由でできなかったこと）に該当す

る割合が増えています。 

 

・前回調査と比較すると、「電気・ガス・

水道などが止められた」や「国民健康

保険料の支払いが滞ったことがある」

といったライフラインに関わるような

項目の割合が、困窮度にかかわらず低

くなっています。 

 

・結果として、「どれにもあてはまらな

い」（いずれの経験もしていない）の割

合が増加しています。 

 

・生活の維持における困難は、前回調

査時よりも改善傾向が見られます。 

 

 

 

 

 

 

●参考資料８ Ｐ５ 
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8.5

1.3

3.8

6.9

15.1
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0.1

17.5

1

15.2

2.2

9.2

2.3

2.5

35.2

45.8

6.9

2.2

5.3

8.9

21.7

19.3

0.5

23.2

2.1

19.4

3.9

12.2

3.9

3.7

39.9

38.4

8

0 10 20 30 40 50 60 70

おこさんを医療機関に受診させること

ができなかった

おこさんの進路を変更した

おこさんのための本や絵本が買えな

かった

おこさんにおこづかいを渡すことがで

きなかった

おこさんに新しい服や靴を買うことが

できなかった

おこさんを遠足や修学旅行へ参加さ

せることができなかった

おこさんを習い事に通わすことができ

なかった

おこさんをクラブ活動・部活動に参加

させられなかった

おこさんを学習塾に通わせることがで

きなかった

おこさんの誕生日を祝えなかった

おこさんにお年玉をあげることができ

なかった

おこさんの学校行事などに参加する

ことができなかった

こども会、地域の行事の活動に参加

することができなかった

家族旅行（日帰りを含む）ができな

かった

どれにもあてはまらない

無回答

中央値以上

(n=8,830)

困窮度Ⅲ

(n=5,275)

困窮度Ⅱ

(n=915)

困窮度Ⅰ

(n=2,641)

小５・中２のいる世帯 

（％） 
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13.4

0.5
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6.1

0.1

12.4

1

5.7

0.7

3.1

0.2

0.5

18.9

62.2

11.9

0.7

7.3

5.9

9.3

0.5

19

2.3

8.5

1.3

6.7

0.5

1.6

25.9

54.6

8.9

1.6

10.7

11.3

14.9

0.3

25

3.7

12.5

2.6

9.6

1

3.5

34.2

43.4

10.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

おこさんを医療機関に受診させることがで

きなかった

おこさんのための本や絵本が買えなかっ

た

おこさんにおこづかいを渡すことができな

かった

おこさんに新しい服や靴を買うことができ

なかった

おこさんを遠足へ参加させることができな

かった

おこさんを習い事に通わすことができな

かった

おこさんをクラブ活動に通わせることがで

きなかった

おこさんを学習塾に通わせることができな

かった

おこさんの誕生日を祝えなかった

おこさんにお年玉をあげることができな

かった

おこさんの保育所、幼稚園などの行事に

参加できなかった

こども会、地域の行事の活動に参加する

ことができなかった

家族旅行（日帰りを含む）ができなかった

どれにもあてはまらない

無回答

中央値以上

(n=5,468)

困窮度Ⅲ

(n=3,160)

困窮度Ⅱ

(n=615)

困窮度

Ⅰ(n=1,642)

（％） 

・困窮度が高くなるにつれ、「こどもに対

する経済的な理由による経験（してあげ

れなかったこと）」が増えています。 

 

・前回調査と比較すると、「おこづかいを

渡すことができなかった」や「新しい服や

靴を買うことができなかった」、「習い事

や学習塾に通わすことができなかった」

などの割合が減少しています。 

 

・そのため、困窮度にかかわらず、「どれに

もあてはまらない（いずれの経験もしてい

ない）」の割合が増加しています。 

 

・「世帯における経済的な理由による経

験」における改善に比べると、改善の割合

が小さくなっている傾向が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

●参考資料８ Ｐ４ 

５歳児のいる世帯 

・困窮度別に見た、こどもに対する経済的な理由による経験 
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■困窮度別に見た、こどもに対する経済的な理由による経験の該当数の平均 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯における経済的な理由による 
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1.7

3.4

4.3

5

0 1 2 3 4 5 6 7

中央値以上(n=8,830)

困窮度Ⅲ(n=5,275)

困窮度Ⅱ(n=915)

困窮度Ⅰ(n=2,641)

５歳児のいる世帯 
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8

3 1.2 1.4
7.4

19.7

30.2
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10.5
5.5 3.6 2.3 1.2 1.6 0.6 0.5 0.2

7.1

16.116.4
10.6 10.1 7.6 7.3 6.7

4 5.5
1.6 1.6 1

9.4

18.5

0

20

40

200万円未満 200万円～

300万円未満

300万円～

400万円未満

400万円～

500万円未満

500万円～

600万円未満

600万円～

700万円未満

700万円～

800万円未満

800万円～

1,000万円未満

1,000万円～

1,200万円未満

1,200万円～

1,500万円未満

1,500万円以上 わからない 無回答

ふたり親世帯

(n=19,308)

父子世帯

(n=513)

母子世帯

(n=2,720)

その他世帯

(n=631)

 

 

3.5 4.4
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7.2
9.7

4.6 2.7 2.6
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4.3
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500万円未満

500万円～

600万円未満

600万円～

700万円未満

700万円～

800万円未満

800万円～

1,000万円未満

1,000万円～

1,200万円未満

1,200万円～

1,500万円未満

1,500万円以上 わからない 無回答

ふたり親世帯

(n=12,336)

父子世帯

(n=138)

母子世帯

(n=1,109)

その他世帯

(n=182)

５歳児のいる世帯 

（％） 

・「わからない・無回答」を除いて、ふたり
親世帯は 500 万円～600 万円未満の
世帯が最も多いのに対し、父子世帯は
300 万円～400 万円未満、母子世帯は
200 万円未満の世帯が最も多くなって
います。 
 
 
 
 
 
 
 

●参考資料８ Ｐ６ 

 

小５・中２のいる世帯 ・困窮度が高くなるにつれ該当数の平均

は多くなっています。 

・前回調査と比較すると、困窮度にかかわ

らず少なくなっています。 

●参考資料８ Ｐ６ 

 

小５・中２のいる世帯 

（％） 

・困窮度別に見た、世帯における経済的な理由による経験の該当数の平均 

２ 世帯構成別に見た経済状況等 

・世帯構成別に見た収入の状況 

・困窮度別に見た、こどもに対する経済的な理由による経験の該当数の平均 
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0.8
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中央値以上(n=8,830)

困窮度Ⅲ(n=5,275)

困窮度Ⅱ(n=915)

困窮度Ⅰ(n=2,641)

小５・中２のいる世帯  

 

0.22

0.66

0.98

1.46

0 0.5 1 1.5 2

中央値以上(n=5,468)

困窮度Ⅲ(n=3,160)

困窮度Ⅱ(n=615)

困窮度Ⅰ(n=1,642)

５歳児のいる世帯 ・困窮度が高くなるにつれ該当数の平均

は多くなっています。 

・前回調査と比較すると、困窮度にかかわ

らず少なくなっています。 

●参考資料８ Ｐ６ 
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49.2

42.8

22.4

36.3

15.9

16.7

32.9

21.4

26.6

29

33.5

30.8

6.2

8.7

9.2

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯

(n=12,336)

父子世帯

(n=138)

母子世帯

(n=1,109)

その他世帯

(n=182)

貯蓄ができている 赤字である

赤字でもなく黒字でもない わからない

無回答

５歳児のいる世帯  

Zu 65） 

・ふたり親世帯、父子世帯、母子世帯の順

に、「貯蓄ができている」と回答する割合

が低くなっています。 

・前回調査と比較すると、どの世帯区分に

おいても「貯蓄ができている」世帯の割合

は増加し、「赤字である」世帯の割合が減

少しています。 

●参考資料８ Ｐ７ 

 

 

 図４-１ 世帯構成別に見た家計の状況（小５・中２の保護者） 

56.3

47.1

14.3

34.1

31.6

29.9

20.7

26.2

3.8

7.0

12.1

9.0

8.3

16.0

52.9

30.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯

(n=14,138)

父子世帯

(n=374)

母子世帯

(n=2,090)

その他世帯

(n=455)

中央値以上 困窮度Ⅲ 困窮度Ⅱ 困窮度Ⅰ

小５・中２のいる世帯  

 

 図４-１ 世帯構成別に見た家計の状況（小５・中２の保護者） 

54.2

42.3

11.0

51.1

30.1

37.5

17.5

22.6

5.2

6.7

9.6

2.9

10.4

13.5

61.9

23.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯

(n=9,560)

父子世帯

(n=104)

母子世帯

(n=873)

その他世帯

(n=137)

中央値以上 困窮度Ⅲ 困窮度Ⅱ 困窮度Ⅰ

５歳児のいる世帯 ・ふたり親世帯、父子世帯、母子世帯の順に、

困窮度Ⅰ群の割合が高くなっています。 

・前回調査と比較すると、母子世帯において、

困窮度Ⅰ群の割合が大幅に増加しています。 

・令和４年国民基礎調査では、貧困率（ひと

り親世帯（父子世帯と母子世帯））は、H30 

48.3%→R3 44.5%と改善傾向にあります。 

 

 

※  

 

80.9

73.2

38.9

62.1

13.3

15.9

7.5

14.8

1.7

5.8

37.1

12.6

8.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯

(n=12,336)

父子世帯

(n=138)

母子世帯

(n=1,109)

その他世帯

(n=182)

正規群 自営群 非正規群 無業 その他 無回答

 

 

79.7

70

42.3

60.2

14.7

16

7.4

14.9

2.9

5.7

37.4

14.1

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯

(n=19,308)

父子世帯

(n=513)

母子世帯

(n=2,720)

その他世帯

(n=631)

正規群 自営群 非正規群 無業 その他 無回答

小５・中２のいる世帯 ５歳児のいる世帯 ・前回と比較すると、ふたり親世帯、父子

世帯における非正規雇用が低くなってい

ます。 

・母子世帯は正規雇用・非正規雇用の割

合が変化していないという状況にありま

す。 

●参考資料８ Ｐ７ 

・世帯構成別に見た家計の状況 

・世帯構成別に見た困窮度 

・世帯構成別に見た就労状況 

 

 

44.7

36.3

20.5

29.3

17.7

23.2

35.4

30.6

30.4

33.5

35.8

31.2

6.1

6

6.7

7.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯

(n=19,308)

父子世帯

(n=513)

母子世帯

(n=2,720)

その他世帯

(n=631)

貯蓄ができている 赤字である

赤字でもなく黒字でもない わからない

無回答

小５・中２のいる世帯 
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 図 11-１ 就労状況別に見た、家計状況（小５・中２のいる世帯） 

16.7

20.7

41.4

53.1

57.0

60.9

67.2

25

33.9

32.3

29.7

28.3

25.4

19.9

8.3

9.1

7.7

5.2

4.9

4.1

4.2

50.0

36.3

18.6

12.0

9.7

9.6

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０代

（ｎ＝288）

２０～２３歳

（ｎ＝953）

２４～２６歳

（ｎ＝1,512）

２７～３０歳

（ｎ＝3,238）

３１～３４歳

（ｎ＝2,639）

３５～３９歳

（ｎ＝1,639）

４０歳以上

（ｎ＝408）

中央値以上 困窮度Ⅲ 困窮度Ⅱ 困窮度Ⅰ

 

20.8

27.4

43.4

54.8

58.3

58.3

54.8

26.3

33.7

33.0

29.7

28.8

26.8

23.1

11.2

8.2

5.9

4.4

3.4

5.0

6.6

41.7

30.7

17.7

11.1

9.5

9.9

15.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０代

(ｎ＝499)

２０～２３歳

(ｎ＝1,916)

２４～２６歳

(ｎ＝3,116)

２７～３０歳

(ｎ＝5,225)

３１～３４歳

(ｎ＝4,110)

３５～３９歳

(ｎ＝2,141)

４０歳以上

(ｎ＝498)

中央値以上 困窮度Ⅲ 困窮度Ⅱ 困窮度Ⅰ

小５・中２のいる世帯 ５歳児のいる世帯 

 
・10 代で初めて親となった世帯を見る

と、前回同様、他の世帯に比べて、困窮度

Ⅰの割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

●参考資料８ Ｐ８ 

３ 初めて親となった年齢別に見た母親の状況 

・初めて親となった年齢別に見た、困窮度（母親が回答者） 

 

 

16.2

4.5

30.5

11.6

37.8

42.2

28.3

16.2

14.9

15

14.8

6.3

28.7

35.2

33.8

35.4

38.1

47.2

6.2

26.4

40

38.6

37

27.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０代

(n=315)

２０～２３歳

(n=1,089)

２４～２６歳

(n=1,660)

２７～３０歳

(n=3,434)

３１～３４歳

(n=2,822)

３５～３９歳

(n=1,713)

４０歳以上

(n=371)

中学校卒業 高等学校中途退学
高等学校卒業 高専、短大、専門学校等卒業
大学卒業 大学院修了
その他の教育機関卒業 答えたくない
無回答

 

14

4.7

31.8

9.5

35.3

45.3

28.8

19.9

18.5

22.4

23.9

8.8

28.1

40.7

42.6

43

45

42.4

5.4

17.5

28.9

28.7

22.8

21.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０代

(n=556)

２０～２３歳

(n=2,107)

２４～２６歳

(n=3,329)

２７～３０歳

(n=5,747)

３１～３４歳

(n=4,357)

３５～３９歳

(n=2,187)

４０歳以上

(n=427)

中学校卒業 高等学校中途退学
高等学校卒業 高専、短大、専門学校等卒業
大学卒業 大学院修了
その他の教育機関卒業 答えたくない
無回答

小５・中２のいる世帯 ５歳児のいる世帯 ・10 代で初めて親となった世帯を見る

と、前回同様、他の世帯に比べて、「中学

校卒業」や「高等学校中途退学」割合が特

に高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

●参考資料８ Ｐ９ 

・初めて親となった年齢別に見た、母親の最終学歴（母親が回答者） 
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・困窮度別に見た、就学援助の受給状況 
 

 

 

 

 

1.3

11.2

42

2.9

10.3

11.7

7

88.7

70.4

37.6

23.8

7.1

8.2

8.7

9.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

(n=8,830)

困窮度Ⅲ

(n=5,275)

困窮度Ⅱ

(n=915)

困窮度Ⅰ

(n=2,641)

現在利用している
現在利用していないが、以前利用したことがある
利用したことがない
無回答

小５・中２のいる世帯 ・困窮度が高くなるにつれ、「利用している」割合が高くなっていますが、困窮度Ⅰ群を見ると、

「利用したことがない」割合が 23.8％となっています。 

 

・前回調査と比較すると、困窮度Ⅰ・Ⅱ群において、「利用したことがない」世帯の割合が増加し

ています。 

Ｈ２８ 利用したことがない 

困窮度Ⅱ 19.4% 

困窮度Ⅰ 13.4% 

 

●参考資料８ Ｐ10 

４ 困窮度別に見た制度の受給状況 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 

 

86.4

86.5

0.9

1.3

0.5

0.5

1.5

1.3

1.5

1.4

9.2

9

75% 80% 85% 90% 95% 100%

小学生

(n=9,497)

中学生

(n=7,392)

制度の対象外だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかったり、利用しにくいから

それ以外の理由

無回答

小５・中２のいる世帯 

 

 

（前回質問項目なし） 

 

・「制度の対象外だと思うから」の割合が最も多い理由になっています。 

 

・一方で、割合としては低いものの、「制度を知らなかった」や「手続がわからない、利用しにく

い」などの理由も見られました。 

・就学援助を利用しなかった理由 

 

60 
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■困窮度別に見た、児童扶養手当受給状況（ひとり親世帯 

 

 

■困窮度別に見た、児童扶養手当受給状況（ひとり親世帯 

 

 

  

    

・困窮度別に見た、養育費受給状況（ひとり親世帯） 

 

 

 図 11-１ 就労状況別に見た、家計状況（小５・中２のいる世帯） 

16.4

43.8

67

79.2

10.7

10.4

7.7

3.2

67.9

41.7

23.1

12.5

5

4.2

2.2

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

(n=140)

困窮度Ⅲ

(n=192)

困窮度Ⅱ

(n=91)

困窮度Ⅰ

(n=554)

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答

 

 

13.3

48.4

72.8

79.8

11.6

14.7

6.8

3.1

66.5

28.3

12.9

10

8.6

8.6

7.5

7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

(n=475)

困窮度Ⅲ

(n=545)

困窮度Ⅱ

(n=279)

困窮度Ⅰ

(n=1,165)

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答

小５・中２のいる世帯 ５歳児のいる世帯 

 

 

50

44.5

45.9

35.5

3.6

3.4

2.7

3.3

17.9

22.7

17.6

21.2

23.2

26.9

32.4

37.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

(n=56)

困窮度Ⅲ

(n=119)

困窮度Ⅱ

(n=74)

困窮度Ⅰ

(n=425)

取り決めをしており、受け取っている

特に取り決めをしていないが、受け取っている

取り決めをしているが、受け取っていない

取り決めをしておらず、受け取っていない

 

 

45.7

34.5

30.5

27.4

3.7

2.8

3.2

3.8

20.5

23.4

20.9

20.7

28.8

38.3

43.6

46.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

(n=219)

困窮度Ⅲ

(n=397)

困窮度Ⅱ

(n=220)

困窮度Ⅰ

(n=960)

取り決めをしており、受け取っている

特に取り決めをしていないが、受け取っている

取り決めをしているが、受け取っていない

取り決めをしておらず、受け取っていない

５歳児のいる世帯 

・困窮度が高くなるにつれ、「利用してい

る」割合が高くなっています。 

 

・前回調査と比較すると、困窮度Ⅰ群にお

いて、「現在利用している」割合が増加し

ています。 

Ｈ２８（困窮度Ⅰ） 現在利用している 

小５・中２のいる世帯 76.2% 

５歳児のいる世帯 71.0% 

●参考資料８ Ｐ10 

・前回調査と質問方法は異なりますが、「受

け取っている」と回答した割合は大幅に増加

しています。 

H２８ 

(受けてい

る） 

小５・中２

のいる世帯 

５歳児のい

る世帯 

中央値以上 7.5% 9.4% 

困窮度Ⅲ 9.7% 11.1% 

困窮度Ⅱ 10.7% 9.5% 

困窮度Ⅰ 11.4% 12.5% 

・施策の効果が表れたと考えます。 

●参考資料８ Ｐ10 

小５・中２のいる世帯 

・困窮度別に見た、児童扶養手当受給状況（ひとり親世帯） 
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 ヒューマンキャピタルの欠如の状況 

 

 

 図 11-１ 就労状況別に見た、家計状況（小５・中２のいる世帯） 

92.3

87.5

83.9

80.5

5.4

8.4

11.9

12.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

(n=5,468)

困窮度Ⅲ

(n=3,160)

困窮度Ⅱ

(n=615)

困窮度Ⅰ

(n=1,642)

必ず食べる 食べることが多い 食べないことが多い

食べない わからない 無回答

 

 

89.6

85

81.2

77.1

3.8

4.9

4.7

6.6

2.4

3.9

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

(n=8,502)

困窮度Ⅲ

(n=5,081)

困窮度Ⅱ

(n=877)

困窮度Ⅰ

(n=2,524)

毎日、またはほとんど毎日 週に４～５回 週に２～３回

週に１回程度 食べない 無回答

小５・中２のいる世帯 ５歳児のいる世帯 

   
   

   
   

・前回調査と大きな変化はなく、困窮度が

高くなるにつれ、「毎日、またはほとんど

毎日」、「必ず食べる」と回答する割合が低

くなっています。 

 

 

 

●参考資料８ Ｐ11 

 

 
・困窮度別に見た朝食の頻度 

１ 困窮度別に見た生活習慣の状況 

 

 

4.3

4.2

6

6

5.1

6.7

7.3

80.5

79

75.9

71.1

8.1

8.4

7

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

(n=8,502)

困窮度Ⅲ

(n=5,081)

困窮度Ⅱ

(n=877)

困窮度Ⅰ

(n=2,524)

毎日、またはほとんど毎日 週に４～５回

週に２～３回 週に１回程度

遅刻はしない 無回答

小５・中２のいる世帯 ・前回調査と大きな変化はなく、困窮度が

高くなるにつれ、「遅刻はしない」と回答

する割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

●参考資料８ Ｐ12 

・困窮度別に見た遅刻の状況 
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90

86.9

93.5

69.4

1.5

85.6

81.1

92

56.7

1.6

84.6

79.5

91.7

51.4

1.1

82.8

75.2

89.2

46.6

1.9

0 20 40 60 80 100

生活リズムを整える

文字や簡単な計算を教える

あいさつ、言葉遣い、食事のマナー

などを教える

（絵）本を読み聞かせる

無回答

中央値以上(n=5,468) 困窮度Ⅲ(n=3,160)

困窮度Ⅱ(n=615) 困窮度Ⅰ(n=1,642)

困窮度別  

 

87.4

83

92.1

62.4

2.1

81.2

74.6

89.1

47.8

3.6

82.1

76.3

89.4

43.5

2.3

79.7

71.4

90.7

45.1

2.7

0 20 40 60 80 100

生活リズムを整える

文字や簡単な計算を教える

あいさつ、言葉遣い、食事のマナーな

どを教える

（絵）本を読み聞かせる

無回答

ふたり親世帯(n=12,336) 父子世帯(n=138)

母子世帯(n=1,109) その他世帯(n=182)

世帯構成別 

（％） 
（％） 

・前回調査と大きな変化はなく、困窮度が

高くなるにつれ、しつけをしている割合が

低くなっています。 

 

・ふたり親世帯とひとり親世帯（母子世

帯、父子世帯）を比較すると、ひとり親世

帯の方が、しつけをしている割合が低く

なっている傾向が見られます。 

 

 

 

●参考資料８ Ｐ15 

２ ５歳児におけるしつけの状況 
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9.9

21.6

2.7

19.4

13

4.4

7

1.8

9.2

10

17.4

28.7

45.6

26.1

13.1

3.8

2.7

5.9

13.7

25.2

3.3

28.7

13.4

5.3

8.1

2.2

10.6

13.7

23

33.9

46.6

32.4

10.1

4

2.8

5.5

15.3

29.2

4.8

32.9

14.1

6.7

11.5

3

12.2

13.8

23.9

35.1

49.5

35

9.5

4.7

3.7

4.3

18.3

30.1

4.3

37.2

14.7

7.9

10.2

3.2

14

14.8

24.9

35

49.1

36.3

8

4.2

3.5

5.4

0 10 20 30 40 50

ねむれない

よく頭がいたくなる

歯がいたい

不安な気持ちになる

ものを見づらい

聞こえにくい

よくおなかがいたくな

る

よくかぜをひく

よくかゆくなる

まわりが気になる

やる気が起きない

イライラする

よく肩がこる

よく腰がいたくなる

とくに気になるところ

はない

その他

わからない

無回答

中央値以上

(n=8,830)

困窮度Ⅲ

(n=5,275)

困窮度Ⅱ

(n=915)

困窮度Ⅰ

(n=2,641)

 

 

9.9

21.6

2.8

18.5

5.5

2.9

6.8

5.8

9.2

11.4

17

37.7

29

13

3.1

2.4

4.2

12.7

26.2

4

25.6

6.4

3.9

8.7

6.9

9.5

16.3

21.8

42.9

48.1

33.6

10.1

3.1

2.8

3.4

15.6

28.5

4.1

28

6.2

5.2

6.8

8.8

12

19

22

41.6

32.7

9.3

4.9

2.8

3.3

17.4

30.2

4.8

36.3

8.2

6.5

11.6

8.3

13.4

17.2

27.6

46.7

38.6

8.2

4.1

3.5

2.4

0 10 20 30 40 50

ねむれない

よく頭がいたくなる

歯がいたい

不安な気持ちになる

ものを見づらい

聞こえにくい

よくおなかがいたくなる

よくかぜをひく

よくかゆくなる

まわりが気になる

やる気が起きない

イライラする

よく肩がこる

よく腰がいたくなる

とくに気になるところはない

その他

わからない

無回答

中央値以上

(n=5,468)

困窮度Ⅲ

(n=3,160)

困窮度Ⅱ

(n=615)

困窮度Ⅰ

(n=1,642)

（％）

５歳児のいる世帯（保護者回答） 

 
・前回調査と大きな変化はなく、困窮度

が高い保護者ほど、全体的に「気にな

る」という回答の割合が高くなる傾向が

あります。 

 

・中央値以上群と困窮度Ⅰ群との間で差

が大きい項目を見ると、「ねむれない」や

「不安な気持ちになる」の項目に大きな

差が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●参考資料８ Ｐ16 

・困窮度別に見た、自分の体や気持ちで気になること 

小５・中２のいる世帯（保護者回答） 

（％） 

３ 心身の自覚症状 
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・世帯構成別に見た、自分の体や気持ちで気になること 

 

11.1

23.2

3.1

23.5

12.9

5

7.5

2.1

9.7

11.5

20

30.8

45.5

28.6

11.5

4.2

3.4

6.4

16

19.1

4.7

21.4

14.4

5.1

9

1.6

6.8

9.4

17.2

22.6

36.3

28.5

12.5

2.9

7

7.2

19.2

28.6

3.5

36.7

14.5

6.6

10

3

13.2

15.1

24.6

34

50.8

35.5

8.6

4.4

3.5

5.5

15.4

25.5

3

27.7

13.6

5.1

8.4

2.5

10.6

10.5

18.4

30.3

44.7

33.1

9.7

4.9

3.2

7.9

0 10 20 30 40 50 60

ねむれない

よく頭がいたくなる

歯がいたい

不安な気持ちになる

ものを見づらい

聞こえにくい

よくおなかがいたくなる

よくかぜをひく

よくかゆくなる

まわりが気になる

やる気が起きない

イライラする

よく肩がこる

よく腰がいたくなる

とくに気になるところはな

い

その他

わからない

無回答

ふたり親世帯

(n=19,308)

父子世帯

(n=513)

母子世帯

(n=2,720)

その他世帯

(n=631)

 

11.1

24.1

3.3

21.9

6.1

3.7

7.5

6.4

9.6

13.7

19.9

39.6

48.8

30.8

11.2

3.5

3

4.6

13

18.8

3.6

26.8

5.1

1.4

6.5

5.1

8.7

13

17.4

33.3

35.5

32.6

15.2

1.4

5.8

3.6

22.5

34.5

4.3

38.4

8.3

5.9

12.9

9.4

12.6

16.8

29

47.2

54.6

39

7.6

4.3

3.6

3.8

14.3

16.5

3.3

20.9

4.9

5.5

6.6

3.8

11.5

14.3

19.2

38.5

44

31.9

14.8

3.3

6

6

0 10 20 30 40 50 60

ねむれない

よく頭がいたくなる

歯がいたい

不安な気持ちになる

ものを見づらい

聞こえにくい

よくおなかがいたくなる

よくかぜをひく

よくかゆくなる

まわりが気になる

やる気が起きない

イライラする

よく肩がこる

よく腰がいたくなる

とくに気になるところはな

い

その他

わからない

無回答

ふたり親世帯

(n=12,336)

父子世帯

(n=138)

母子世帯

(n=1,109)

その他世帯

(n=182)

小５・中２のいる世帯（保護者回答） ５歳児のいる世帯（保護者回答） 

（％） 
（％） 

（％） 

・母子世帯において、全体的に「気にな

る」という回答の割合が高い傾向が見ら

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●参考資料８ Ｐ18 
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10.9

15.7

2

18.8

3.7

24.2

35.5

7.6

9.7

3.6

11.7

16.7

2.1

20.6

4.2

24.6

34.7

7.1

10

3.2

11.3

19.6

2.7

20.4

4.1

26.1

34.2

7.5

9.4

1.7

13

17.4

2.1

22

4.7

26.1

30.3

8.2

10.6

3.9

0 10 20 30 40

ねむれない

よく頭がいたくなる

歯がいたい

よくおなかがいたくなる

よくかぜをひく

よくかゆくなる

とくに気になるところは

ない

その他

わからない

無回答

中央値以上

(n=8,502)

困窮度Ⅲ

(n=5,081)

困窮度Ⅱ

(n=877)

困窮度Ⅰ

(n=2,524)

（％）

・困窮度別に見た、自分の体や気持ちで気になること 

小５・中２のいる世帯（こども回答） 

不安な気持ちになる 

 

 

9.7

39.7

48.6

2

10.4

41.2

46.3

2.1

10.6

41.4

47.3

0.7

12.3

41.7

44.1

1.9

0 10 20 30 40 50 60

いつもそうだ

ときどきそうだ

そんなことはない

無回答

中央値以上

(n=8,502)

困窮度Ⅲ

(n=5,081)

困窮度Ⅱ

(n=877)

困窮度Ⅰ

(n=2,524)

小５・中２のいる世帯のいる世帯（こども回答） 

 

 

やる気が起きない 

 

 

14.9

47.1

35.9

2.1

17.7

46.1

34

2.1

18

50.5

30.6

0.9

18.9

49.1

30

2

0 10 20 30 40 50 60

いつもそうだ

ときどきそうだ

そんなことはない

無回答

中央値以上

(n=8,502)

困窮度Ⅲ

(n=5,081)

困窮度Ⅱ

(n=877)

困窮度Ⅰ

(n=2,524)

小５・中２のいる世帯のいる世帯（こども回答） 

 

 

・こどもについては、保護者の場合ほど、

中央値以上群と困窮度Ⅰ群との間で大

きな差は見られません。 

 

・困窮度にかかわらず、「とくに気になる

ところはない」の割合が高くなっていま

すが、中央値以上群では 35.5%、困窮

度Ⅰ群では 30.3%となっています。 

 

・困窮度が高くなるについて、「不安な気

持ちになる」、「まわりが気になる」、「や

る気が起きない」について、「いつもそう

だ」と回答した割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●参考資料８ Ｐ16 

まわりが気になる 

 

 

16

36

45.9

2.1

17.1

36.9

43.9

2.2

17.9

33.8

47.5

0.8

19.8

36.2

42

2

0 10 20 30 40 50

いつもそうだ

ときどきそうだ

そんなことはない

無回答

中央値以上

(n=8,502)

困窮度Ⅲ

(n=5,081)

困窮度Ⅱ

(n=877)

困窮度Ⅰ

(n=2,524)

小５・中２のいる世帯のいる世帯（こども回答） 

 

 

（％） 

（％） 

（％） 
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・生活を楽しんでいる 

 

24.2

20.1

18.8

19.3

53.1

50.6

47.8

43

10.5

13.1

13.3

15.2

3.3

4.7

5.3

9.5

12.2

14.4

16.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

(n=8,830)

困窮度Ⅲ

(n=5,275)

困窮度Ⅱ

(n=915)

困窮度Ⅰ

(n=2,641)

とても楽しんでいる 楽しんでいる あまり楽しんでいない

楽しんでいない わからない 無回答

小５・中２のいる世帯 

 

29.5

24.7

22.8

22.1

51

51.6

51.1

47

7.5

9.3

12.4

12.3

9.1

11.2

10.6

13.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

(n=5,468)

困窮度Ⅲ

(n=3,160)

困窮度Ⅱ

(n=615)

困窮度Ⅰ

(n=1,642)

とても楽しんでいる 楽しんでいる あまり楽しんでいない

楽しんでいない わからない 無回答

５歳児のいる世帯 

   

   

 

42.2

29.4

24.9

24.3

45.6

52.5

53.7

49.7

4.4

8.3

10.2

13.8

7

9

10.5

11

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

(n=8,830)

困窮度Ⅲ

(n=5,275)

困窮度Ⅱ

(n=915)

困窮度Ⅰ

(n=2,641)

希望が持てる

希望が持てるときもあれば、持てないときもある

希望が持てない

わからない

無回答

小５・中２のいる世帯 

 

48.3

34.7

33

27.8

40.4

49.4

50.4

49.3

7

8.1

12.3

5.7

7.6

7.6

9.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

(n=5,468)

困窮度Ⅲ

(n=3,160)

困窮度Ⅱ

(n=615)

困窮度Ⅰ

(n=1,642)

希望が持てる

希望が持てるときもあれば、持てないときもある

希望が持てない

わからない

無回答

５歳児のいる世帯 

・前回調査と大きな変化はなく、困窮度が

高くなるにつれ、肯定的な回答の割合が

低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

●参考資料８ Ｐ20 

・困窮度が高くなるにつれ、「希望が持て

る」と回答した割合が低くなっています。 

・一方で、前回調査と比較すると、困窮度

にかかわらず「希望がもてる」と回答した

割合が増えています。 

 

 

 

 

 

●参考資料８ Ｐ20 

   

   

・将来への希望 

４ 困窮度別に見た保護者の心の状態 
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・ストレスを発散できるものが「ある」 

 

 

47.8

39.6

39

34.9

40.4

44.6

42

42.4

4.9

7.9

9.6

12.6

4.4

6.9

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

(n=8,830)

困窮度Ⅲ

(n=5,275)

困窮度Ⅱ

(n=915)

困窮度Ⅰ

(n=2,641)

ある あるときもあれば、ないときもある ない わからない 無回答

 

49.3

42.2

37.4

34.9

40.5

43.9

46.8

44.9

4.8

8.1

8.9

12.1

4.7

5.9

7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

(n=5,468)

困窮度Ⅲ

(n=3,160)

困窮度Ⅱ

(n=615)

困窮度Ⅰ

(n=1,642)

ある あるときもあれば、ないときもある ない わからない 無回答

小５・中２のいる世帯 ５歳児のいる世帯 

 

35.8

28

24.2

25.3

50.2

51.7

53.4

46.1

3.7

5.6

7.2

9.4

6.1

9.4

9.8

11.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

(n=8,830)

困窮度Ⅲ

(n=5,275)

困窮度Ⅱ

(n=915)

困窮度Ⅰ

(n=2,641)

とても幸せだと思う 幸せだと思う

あまり幸せだと思わない 幸せだと思わない

わからない 無回答

 

45.7

37.1

35.1

32.8

44.6

49.5

47.6

45.6

2.1

3.7

6.3

6.6

7.3

8.3

11.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

(n=5,468)

困窮度Ⅲ

(n=3,160)

困窮度Ⅱ

(n=615)

困窮度Ⅰ

(n=1,642)

とても幸せだと思う 幸せだと思う

あまり幸せだと思わない 幸せだと思わない

わからない 無回答

小５・中２のいる世帯 ５歳児のいる世帯 

・困窮度が高くなるにつれ、「ある」と回答

した割合が低くなっています。 

 

・一方で、前回調査と比較すると、困窮度

にかかわらず「ある」と回答した割合が増

えています。 

 

 

●参考資料８ Ｐ21 

・前回同様に、「とても幸せだと思う」「幸

せだと思う」の合計の割合は、困窮度が高

くなるにつれ、低くなっています。 

・前回調査と比較すると、困窮度にかかわ

らず「とても幸せだと思う」と回答した割

合が増えています。 

 

 

 

●参考資料８ Ｐ21 

・幸せだと思う 
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8

12.9

14.4

18.1

15.9

19.9

20.1

19.5

22.5

22.9

22.2

21.8

26.1

22.6

21.1

20

13.7

10.9

10.4

9.6

8.2

4.8

4.6

3.7

3.8

4.3

6.2

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

(n=8,502)

困窮度Ⅲ

(n=5,081)

困窮度Ⅱ

(n=877)

困窮度Ⅰ

(n=2,524)

まったくしない ３０分より少ない

３０分以上、１時間未満 １時間以上、２時間未満

２時間以上、３時間未満 ３時間以上

わからない 無回答

 

38.7

44.7

43

48.1

30.3

27.6

27.3

25.4

14.2

11.8

13.6

9.9

6

4.7

4.9

4

5.5

6.6

7.3

7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

（ｎ＝8,502）

困窮度Ⅲ

（ｎ＝5,081）

困窮度Ⅱ

（ｎ＝877）

困窮度Ⅰ

（ｎ＝2,524）

まったくしない ３０分より少ない

３０分以上、１時間より少ない １時間以上、２時間より少ない

２時間以上、３時間より少ない ３時間以上

わからない 無回答

授業以外の勉強時間 授業以外の読書時間 

 

 

34.1

24.7

19.4

18.6

52.5

56.3

59

53.5

9

12.7

15.7

18.6

1.5

2.7

2.6

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

(n=8,502)

困窮度Ⅲ

(n=5,081)

困窮度Ⅱ

(n=877)

困窮度Ⅰ

(n=2,524)

よくわかる だいたいわかる あまりわからない

ほとんどわからない わからない 無回答

学習理解度 

・前回調査と同様に、授業以外の勉強時

間については、困窮度が高くなるにつれ、

「まったくしない」と回答する割合が高く

なっています。 

 

・また、授業以外の読書時間についても、

困窮度が高くなるにつれ、「まったくしな

い」と回答する割合が高くなる傾向にあ

ります。なお、前回調査と比較すると、困

窮度にかかわらず「まったくしない」割合

が増加しています。 

 

・学習理解度については、困窮度が高くな

るにつれ、「よくわかる」と回答した割合

が低くなっていますが、前回調査と比較

すると、困窮度にかかわらず「よくわか

る」割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

●参考資料８ Ｐ22 

５ 困窮度別に見た学習の状況（小５・中２のいる世帯） 
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７ こどもが希望する進学先 

（小５・中２のいる世帯） 

 ・前回調査と同様に、困窮度が高くなるに

つれ、「短期大学・大学」までを希望する割

合が低くなっています。 

 

・保護者とこどもを比較したときに、保護

者の方が「大学」までを希望する割合が高

く、こどもにおいては「専門学校」や「考え

たことがない」が高くなっています。 

 

●参考資料８ Ｐ24 

 

9.6

14.9

18.6

20.5

1.2

2

1.7

2.3

43.5

34.5

31

28.4

5.7

3.7

4.6

4.2

12.2

13.2

16.2

15.2

12.7

14.7

13.3

13.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

(n=8,502)

困窮度Ⅲ

(n=5,081)

困窮度Ⅱ

(n=877)

困窮度Ⅰ

(n=2,524)

中学校 高校 短期大学 大学 大学院 留学 専門学校・高等専門学校 考えたことがない わからない 無回答

困窮度別 

６ 親がこどもに希望する進学先 

（小５・中２のいる世帯） 

 

 

6

14.3

19.2

22.3

1.2

1.8

1.3

1.8

70.6

55.6

48.5

44.5

3.3

2.8

3.9

2.5

6.1

9.6

11.1

11.4

1.3

1.9

1.4

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

(n=8,830)

困窮度Ⅲ

(n=5,275)

困窮度Ⅱ

(n=915)

困窮度Ⅰ

(n=2,641)

中学校 高校 短期大学 大学 大学院 留学 専門学校・高等専門学校 考えたことがない わからない 無回答

困窮度別 ・前回調査と同様に、困窮度が高くなるに

つれ、「短期大学・大学」までを希望する割

合が低くなっています。 

（小５・中２のいる世帯） 

（小５・中２のいる世帯） 
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28.1

21.3

22

21.4

59

60.8

59.2

56.9

10.2

14.5

16.5

17.3

1.4

1.9

1.4

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

(n=8,830)

困窮度

Ⅲ(n=5,275)

困窮度

Ⅱ(n=915)

困窮度

Ⅰ(n=2,641)

とても期待している 期待している あまり期待していない

期待していない 無回答

小５・中２のいる世帯 ・前回調査と大きな変化はなく、困窮度が

高くなるにつれ、「あまり期待していない」

「期待していない」の割合が高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

●参考資料８ Ｐ26 

次

に

、

保

護

者

の

最

終

学

歴

別

に

見

る

と

、

父

親

、

８ 困窮度別に見た保護者のこどもに対する将来への期待 
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・困窮度別 

 

ソーシャルキャピタルの欠如の状況 

 

71.6

51.6

29.9

59.7

5.6

13

19.9

2.9

1.1

72.1

55.9

22.4

63.6

6.1

10.2

16.9

2.3

0.9

63.4

43.6

19.3

64

6.5

11.9

22.5

3.4

0.7

65.3

48

16.6

64.4

6.7

8.4

20.2

3.3

1.4

0 20 40 60 80

家族等の大人の人

きょうだい

家族等の人以外の大人

学校のともだち

クラブ活動・部活動の仲間

学校以外のともだち

ひとりでいる

その他

無回答

中央値以上

(n=4,705)

困窮度Ⅲ

(n=2,708)

困窮度Ⅱ

(n=445)

困窮度Ⅰ

(n=1,230)

小５のいる世帯 

 

64.5

46.7

21.5

44.7

64.6

9.2

29.3

1.1

0.7

65.4

51.5

16.6

44.9

62.7

7.5

27.6

1.7

0.3

62.5

42.6

18.3

45.6

61.6

5.3

28.5

1.6

0.2

63.7

45.9

14.8

44.4

55.1

8.6

30.8

2.3

0.8

0 20 40 60 80

家族等の大人の人

きょうだい

家族等の人以外の大人

学校のともだち

クラブ活動・部活動の仲間

学校以外のともだち

ひとりでいる

その他

無回答

中央値以上

(n=3,797)

困窮度Ⅲ

(n=2,373)

困窮度Ⅱ

(n=432)

困窮度Ⅰ

(n=1,294)

中２のいる世帯 

 

 

（％） （％） 

・前回と比較すると、「クラブ活動・部活の

仲間」が減少し、「ひとりでいる」割合が増

加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●参考資料８ Ｐ27 

次

に

、

保

護

者

の

最

終

学

歴

別

に

見

る

１ こどもが放課後に一緒に過ごす相手 

 



- 23 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

87.2

7.3

18.2

29.8

50.8

13.5

43.1

3.7

2.7

0.7

1.8

0.9

7.4

2.6

0.9

88

6.7

19.9

18.7

42.2

13.4

46.6

4.8

3.7

1

2

1.3

5.1

3.1

0.9

83.8

5.2

19.6

19.3

36.4

14.2

44.7

2.9

3.4

1.1

1.1

2

6.7

3.4

0.9

84.8

8.4

20.2

15.5

33.2

13.9

48.2

5.3

4.8

1.6

1.6

1.5

5.2

3.7

1

0 20 40 60 80 100

自分の家

おばあちゃん・おじい

ちゃんの家

ともだちの家

塾

習いごと

学校

公園・広場

スーパーやショッピング

モール

コンビニエンスストア

ゲームセンター

図書館や公民館など公

共の施設

地域の居場所

学童保育

その他

無回答

中央値以上

(n=4,705)

困窮度Ⅲ

(n=2,708)

困窮度Ⅱ

(n=445)

困窮度Ⅰ

(n=1,230)

小５のいる世帯  

 

88

3.1

8.2

44

23.2

60.9

12.9

7.2

4.7

3.7

1

0.2

0.2

2.2

0.6

89.6

3.8

7.1

34.4

18.7

58.9

13.3

6.8

4.7

3.5

0.9

0.4

0.3

2.2

0.3

89.6

5.3

10.2

29.9

18.3

58.1

14.6

6.7

4.9

2.8

1.2

0.5

0.2

1.9

0.5

87.8

5.1

9.2

29.3

17.1

52.4

15.7

8.4

6

3.3

0.9

0.4

0.4

2.5

0.9

0 20 40 60 80 100

自分の家

おばあちゃん・おじい

ちゃんの家

ともだちの家

塾

習いごと

学校

公園・広場

スーパーやショッピン

グモール

コンビニエンスストア

ゲームセンター

図書館や公民館など

公共の施設

地域の居場所

学童保育

その他

無回答

中央値以上

(n=3,797)

困窮度Ⅲ

(n=2,373)

困窮度Ⅱ

(n=432)

困窮度Ⅰ

(n=1,294)

中２のいる世帯 

 

 

（％） （％） 

・小５のいる世帯では、「塾」や「習いごと」

で過ごすと回答する割合が、中２のいる

世帯では、「塾」、「習いごと」や、「学校（ク

ラブ活動など）」で過ごすと回答する割合

において、中央値以上群と困窮度Ⅰ群と

の差が大きくなっています。 

 

・前回と比較すると、「自分の家」や「塾」

「習い事」の割合が増加し、「ともだちの

家」「学校」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●参考資料８ Ｐ28 

次

に

、

保

護

者

・困窮度別 

 

２ こどもが放課後に過ごす場所 
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43.6

1

6.6

25.7

26.4

54.1

6.8

8.5

2.6

29.2

0.7

5.9

18.9

19.1

46.8

6.5

17.8

3.6

29

0.9

6.1

15.7

16.4

44.3

6.5

20.9

5.8

24.2

1.3

3.8

14

13.3

37.1

6.5

29.1

5.3

0 10 20 30 40 50 60

学習塾・進学塾

家庭教師

通信制の家庭学習

教材

英会話・そろばん

などの習い事

絵画・音楽・習字な

どの習い事

スポーツ

その他

学習塾等、習い事

をしていない

無回答

中央値以上

(n=4,705)

困窮度Ⅲ

(n=2,708)

困窮度Ⅱ

(n=445)

困窮度Ⅰ

(n=1,230)

 

 

63.4

1.9

3.9

10.9

12.5

17.8

2.6

15.9

2.9

52.5

1.2

2.4

7.3

8.3

15.4

3.7

26.7

3.8

47.5

1.4

4.4

6.7

8.1

11.6

3.2

29.4

5.6

46.3

1.1

1.4

5.7

6.1

14.8

3.5

33.5

4.5

0 10 20 30 40 50 60 70

学習塾・進学塾

家庭教師

通信制の家庭学習

教材

英会話・そろばんな

どの習い事

絵画・音楽・習字な

どの習い事

スポーツ

その他

学習塾等、習い事を

していない

無回答

中央値以上

(n=3,797)

困窮度Ⅲ

(n=2,373)

困窮度Ⅱ

(n=432)

困窮度Ⅰ

(n=1,294)

中２のいる世帯（こども回答） 

（％） 

・小５のいる世帯と中２のいる世帯を比較

すると、大きな違いが見られますが、困窮

度が高くなるにつれて、利用している割

合が低くなる傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●参考資料８ Ｐ30 （％） 

小５のいる世帯（こども回答） 

 

 

３ 学習塾や習い事の利用状況 
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8.8

41.1

51.2

48.4

5.3

15.9

22.3

23.1

85.7

42.7

26.1

28.1

0.2

0.3

0.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

(n=3,900)

困窮度Ⅲ

(n=2,499)

困窮度Ⅱ

(n=449)

困窮度Ⅰ

(n=1,349)

持っていて利用している

持っているが、利用していない

持っていない

無回答

・小５のいる世帯（※）では、困窮度Ⅰから

Ⅲにおいて、「持っていて利用している」

世帯の割合が３割を超えています。 

 （※令和 5年度より事業開始。） 

 

・中２のいる世帯では、困窮度Ⅰ・Ⅱにお

いて、「持っていて利用している」世帯の

割合が前回と比較して増加し、「持ってい

ない」世帯の割合が減少しています。 

４ 困窮度別に見た習い事・塾代助成事業の利用状況 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 

 

6.7

32.2

38.6

35.1

5.9

20.4

27

31

87.1

47.3

33.7

33.7

0.3

0.1

0.6

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

(n=4,930)

困窮度Ⅲ

(n=2,826)

困窮度Ⅱ

(n=466)

困窮度Ⅰ

(n=1,292)

持っていて利用している

持っているが、利用していない

持っていない

無回答

小５のいる世帯 

 

 

中２のいる世帯 

 

 

 

32.9

11.9

10.1

19.9

24

39.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生

(n=1,759)

中学生

(n=1,291)

利用できる学習塾等を探している

今通っている学習塾等では塾代助成カードを利用できない

助成額の１万円では行かせたい学習塾等に行けない

こどもが行きたがらない

その他

特に理由はない

無回答

・小５のいる世帯については、「今通って

いる学習塾等では塾代助成カードを利用

できない」、中２のいる世帯については、

「こどもが行きたがらない」と回答した割

合が最も高くなっています。 

小５・中２のいる世帯 

 

 

・習い事・塾代助成カードを持っているが利用しない理由 

 

 

28.3 

19.9 
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（前回質問項目なし） 

 

・「どこにあるか知らない」、「行きたいと

思わないから」の割合が高くなっていま

す。 

29.9

5.6

19.7

7.5

0.7

4.4

1

27.2

10

1.3

5.7

31.4

28.6

4.5

20.5

8.1

0.2

2.9

1.6

34.5

9.2

1.4

3.9

31.1

0 5 10 15 20 25 30 35 40

どこにあるか知らないから

家の近くにないから

家で過ごしたいと思うから

楽しくなさそうだから

「行ってはいけない」と親などの大人に

言われるから

行きたい日・時間に開いていないから

Ｗｉ－Ｆｉがないから

行きたいと思わないから

何をしているかわからないから

利用しているのを近所の人やともだちに

知られたくないから

その他

無回答

小学生

(n=11,266)

中学生

(n=10,434)

小５・中２のいる世帯（こども回答） 

 

 

・こども食堂などを利用したことがない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 

 

9.0

11.6

10.8

13.2

16.9

17.1

17.6

17.2

23.4

22.4

23.9

21.0

49.4

47.6

46.8

46.9

1.2

1.4

0.9

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

(n=8,502)

困窮度Ⅲ

(n=5,081)

困窮度Ⅱ

(n=877)

困窮度Ⅰ

(n=2,524)

利用したことがある

利用したことはない（あれば利用したい）

利用したことはない（今後も利用したいとは思わない）

利用したことはない（今後も利用したいか分からない）

無回答

５ 困窮度別に見たこども食堂などの利用状況 

 
（前回質問項目なし） 

 

・こども食堂などの利用率は、困窮度Ⅰの

世帯がわずかに高いものの、全体的に一

定の割合が「利用したことがある」と回答

しています。 

 

・内閣府の結果と比べると、本市において

は、こども食堂などの利用率が高い傾向

にあります。 

 

2.3

3.6

3.4

19.0

23.2

20.9

44.6

38.5

40.8

0% 20% 40% 60%

中央値以上

(n=1,287)

中央値の2分の1

以上中央値未満

(n=938)

中央値の2分の1

未満

(n=326)

利用したことがある

利用したことはない、あれば利用したいと思う

利用したことはない、今後も利用したいと思わない

利用したことはない、今後も利用したいかどうか分からない

《参考》Ｒ３子供の生活状況調査の分析報告書（内閣府） 

 

小５・中２のいる世帯（こども回答） 

（％） 
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（前回質問項目なし） 

 

・「無料で学習支援を受けられる場所」

のニーズが最も高い割合となっており、

そのニーズは困窮度が上がるにつれ、

高い傾向になっています。 

21

6.4

24.4

27.9

31.8

32

41.7

15.1

13.2

19.3

6.2

20

30.3

30.6

25.6

41

13.2

14.9

0 10 20 30 40 50

保護者どうしで気軽に話せる場

ＳＮＳ等インターネットを通じ悩み

事を話せるコミュニティ

家事の援助が受けられること

支援制度など必要な情報を届けて

くれること

困った時にご飯を無料か安価で自

宅に届けてくれるサービス

おこさんが放課後や休日に勉強等

ができる場所の利用

おこさんが無料で学習支援を受け

られる場所

おこさんや保護者が夕食を無料か

安価でとれる場所の利用

無回答

小学生

(n=13,141)

中学生

(n=11,435)

小５・中２のいる世帯 

 

 

６ 保護者が身近にあるといいと思うもの 

 

(％) 

23.4

6.7

24.1

23.7

26

29.8

34.1

10.2

14.1

20.4

6.6

22.4

33.1

35.9

31.4

49.2

16.5

10.4

16.7

5.6

23.1

39.9

44.6

28.4

52.7

22.4

9.1

14.7

5.5

23.1

40.6

42.1

27.2

51.8

23.9

10

0 10 20 30 40 50 60

保護者どうしで気軽に話せる場

SNS等インターネットを通じ悩み事を

話せるコミュニティ

家事の援助が受けられること

支援制度など必要な情報を届けてく

れること

困った時にご飯を無料か安価で自宅

に届けてくれるサービス

おこさんが放課後や休日に勉強等が

できる場所の利用

おこさんが無料で学習支援を受けら

れる場所

おこさんや保護者が夕食を無料か安

価でとれる場所の利用

無回答

中央値以上

(n=8,830)

困窮度Ⅲ

(n=5,275)

困窮度Ⅱ

(n=915)

困窮度Ⅰ

(n=2,641)

困窮度別 

(％) 
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７ こどもの毎日の生活 

 

 

 

4.1

12.4

1.2

13.2

12.2

6.2

7.3

4.2

44.5

16

5.1

4.2

12.9

1.1

14

13.5

5.9

4.9

3.3

43.3

17.3

4.8

4.3

13.9

2

15.5

11.9

7.6

5.8

4.9

40.7

17.1

3.4

5.8

13.1

1.2

15.3

14.2

7.4

5

3.3

37.1

18.9

4.7

0 10 20 30 40 50

おうちのこと

学校や勉強のこと

クラブ活動や部活動

のこと

自分のこと

ともだちのこと

好きな人のこと

進学・進路のこと

その他のこと

いやなことや悩んで

いることはない

わからない

無回答

中央値以上

(n=4,705)

困窮度Ⅲ

(n=2,708)

困窮度Ⅱ

(n=445)

困窮度Ⅰ

(n=1,230)

 

6.8

26.6

16.6

20.3

13.2

7.9

23.2

5.3

32.1

14.9

2.9

7.8

28

15.8

20.1

13.6

8

20.8

4.1

31.1

15.9

2.9

6.3

29.6

12.5

20.8

10

10.6

23.4

5.8

34.7

14.4

2.3

9

32.1

15.8

23.8

14.5

8.8

24.6

5.6

28.9

14.5

3.2

0 10 20 30 40

おうちのこと

学校や勉強のこと

クラブ活動や部活動

のこと

自分のこと

ともだちのこと

好きな人のこと

進学・進路のこと

その他のこと

いやなことや悩んで

いることはない

わからない

無回答

中央値以上

(n=3,797)

困窮度Ⅲ

(n=2,373)

困窮度Ⅱ

(n=432)

困窮度Ⅰ

(n=1,294)

中２のいる世帯（こども回答） 

 

 

小５のいる世帯（こども回答） 

（％） （％） 

・小５のいる世帯では、困窮度が高くなる

につれ、「いやなことや悩んでいることは

ない」割合が低くなる傾向が見られます。 

 

・中２のいる世帯では、困窮度が高くなる

につれ、「学校や勉強のこと」の割合が高

くなる傾向が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●参考資料８ Ｐ31 

・困窮度別に見た、悩んでいること 
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84.5

68

22.7

37.7

61

23.7

8.6

3

1.7

0.3

0.8

4.3

1.4

1.3

1.5

0.7

74.7

65.9

20.5

39

58.8

20.5

8.2

3.2

1.1

0.2

1

4

2.1

1.6

2.9

0.8

55.7

60.7

14.8

38.3

57.3

21.9

9.2

5.2

1.7

0.7

1.1

3.8

2.8

1.9

4.3

0.8

41.6

59.4

10.5

37.1

56.4

17.6

7.5

5.3

0.9

0.5

1.2

4.2

1.9

2.7

5

1.2

0 20 40 60 80 100

配偶者・パートナー

自分の親

配偶者・パートナーの親

きょうだい・その他の親戚

知人や友人

職場関係者

学校の先生やスクールカウンセラー、

ソーシャルワーカー

公的機関や役所の相談員

学童保育の指導員

地域の民生委員・児童委員

民間の支援団体・カウンセラー

医療機関の医師や看護師

インターネットサイトの書込み、ＳＮＳや

ＬＩＮＥでの相談

その他

相談できる相手がいない

無回答

中央値以上

(n=8,830)

困窮度

Ⅲ(n=5,275)

困窮度

Ⅱ(n=915)

困窮度

Ⅰ(n=2,641)

 

88

75.9

29.5

39.4

60.8

21.5

29

0.9

4.3

5.9

0.3

1.2

5.8

3.5

0.8

1

1.7

80.9

73.4

27.4

40.4

57.1

17.1

24.9

1.1

4.7

2.9

0.4

1

5.3

3.5

0.8

1.6

2.4

72

72

22.6

40

55.8

18.7

22.6

1

5

2.6

0.5

1.5

4.4

2.8

1.1

1.8

0.8

53.7

66.4

16.8

39.2

56.3

17.2

22

1.2

5.2

2.2

0.5

1

4.6

3.8

2.1

2.7

1.8

0 20 40 60 80 100

配偶者・パートナー

自分の親

配偶者・パートナーの親

きょうだい・その他の親戚

知人や友人

職場関係者

保育所、幼稚園などの通園施設先

生

子育て講座を担当する職員等

公的機関や役所の相談員

習い事の先生

地域の民生委員・児童委員

民間の支援団体・カウンセラー

医療機関の医師や看護師

インターネットサイトの書込み、ＳＮ

ＳやＬＩＮＥでの相談

その他

相談できる相手がいない

無回答

中央値以上

(n=5,468)

困窮度

Ⅲ(n=3,160)

困窮度

Ⅱ(n=615)

困窮度

Ⅰ(n=1,642)

５歳児のいる世帯 

 

 

・「配偶者・パートナー」や「自分の親」に相

談する割合が高くなっていますが、困窮

度が高くなるにつれ、低くなっています。 

 

・一方で困窮度が高いほど、「相談できる

相手がいない」や「公的機関や役所の相談

員」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●参考資料８ Ｐ33 

小５・中２のいる世帯 

 

 

８ 保護者が困ったときの相談先 

 ・困窮度別に見た相談先 

 

（％） 
（％） 
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・困窮度が高くなるにつれ、「親」に相談す

る割合が低くなっており、前回も同様の

傾向が見られています。 

 

・いずれの世帯でも、「だれにも相談でき

ない」や「だれにも相談したくない」回答

が一定数見られますが、前回と比較する

と、いずれも減少しています。 

63.2

15.1

4.6

49.4

7.6

18.1

1.2

4.5

0.8

0.2

0.5

1.5

0.6

0.1

1.4

3.5

6.3

6.6

5.4

61.3

15.9

4.2

50

5.8

18

1.2

3.8

0.4

0.2

0.7

1.7

0.5

0.1

1.2

3.4

6.9

7.2

5.5

58

12.4

5

50.9

6.6

17.7

1.9

4

0.7

0.2

0.7

1.9

0.5

0

1.8

3.2

8.6

6.8

4.1

57.4

17.4

4.4

49.3

7.9

17.1

1.5

3.7

0.5

0.2

0.9

2.7

0.4

0.2

1.3

4.2

6.5

7.7

4.8

0 10 20 30 40 50 60 70

親

きょうだい

親戚

学校のともだち

学校以外のともだち

学校の先生

スクールカウンセラー、ソーシャル

ワーカー

塾や習いごとの先生

学童保育の先生

こども専用の電話相談

ＳＮＳなどのインターネットやＬＩＮＥの

相談

インターネットのサイト等を通じた直

接会ったことのない人

近所の人

地域の支援団体

その他の人

だれにも相談できない

だれにも相談したくない

わからない

無回答

中央値以上

（ｎ＝8,502）

困窮度Ⅲ

（ｎ＝5,081）

困窮度Ⅱ

（ｎ＝877）

困窮度Ⅰ

（ｎ＝2,524）

小５・中２のいる世帯（こども回答） 

 

 

・困窮度別にみた、こどもが困ったときの相談相手 

 

（％） 


